
課題
対策

方向性 国・県レベル 市レベル 地域レベル

（課題③）
特定の場所で
の事故が多い。

（課題④）
追突事故が多
い。

教育・啓発

◆交通安全計画の
策定

◆街頭キャンペー
ン
◆高齢者交通安
全教室

規制・罰則 ◆道路交通法によ
る規制

環境整備

◆速度抑制路面標
示
◆国・府道の道路整
備工事等の実施
◆信号機、横断歩
道の設置

◆交通安全啓発
用立看板
◆市道の道路整
備工事等の検討、
計画、整備の実施
（町会からの要望
含む）

◆道路、路面標示
等の整備、工事に
ついて、町会から市
へ要望を提出。

 交通安全対策委員会の取り組み　
　・街頭キャンペーン
　・セーフドライブプロジェクト(new)

 交通安全対策委員会の取り組み
　・道路環境の整備　



交通安全教室の最後に、反射材をその
場で着用してもらう

警察や交通指導員等が協力して、年齢に応じた交通安全教室を実施する。交通安
全教室終了後、対策委員会で作成したアンケート調査を行い結果を反映する。

　高齢者の歩行中の事故時間別発生件数

　 0～6時 6～12時 12～18時   18～24時 計

2013　  1死   3重   3重 ・ 1死   2重 10

2014　   1重   4重 ・ 1死  1重 ・ 1死 8

2015　   3重   3重   3重 9

2016　   1重   3重   1死 5

2017    4重  ・ 1死   3重  8

　出典：警察統計データ（2013年～2017年） 



各種会合等に参加しない高齢者世帯を訪問して、直接、交通安全を啓発する。
（重点：早朝・夜間の反射材着用の啓発）

啓発品

交通安全母の会による配布 交通安全母の会による配布 

取組みの強化
2018年から、民生児童委員の方にも協力し
ていただき配布を実施。



①．交通安全教室（高齢者）・②高齢者世帯訪問

内容 ２０１４年 ２０１５年 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年

活動
①

高齢者交通安全教室
の実施回数、参加人数

３２回
１，０７０人

３７回
１，１５９人

３８回
１，２５４人

３９回
１，２６４人

４６回
１，３０７人

活動
②

高齢者世帯訪問の訪
問人数

５９７人 ４６８人 ５９２人 ４５３人 ５５２人

短期
交通ルールに対する意
識の向上（交通安全教
室終了後）

２０１８年より実施

交通ルールを
守ろうと思う

１００％
n=582

中期
反射材の着用に対する
行動変化（交通安全教
室終了後）

２０１８年より実施

今後着用する

→５１％
夜間着用して
いる

→３８％
n=582

長期
高齢者の交通事故発
生件数
（加害、被害含む）

８４件 ７８件 ７４件 ８４件 ５８件



自転車ヘルメット
購入補助金

取組みの強化
・単語で繰り返し確かめる活動の実施
・自転車ヘルメット購入補助金の利用促進

小学生、中学生に対して、自転車の交通安全利用を重点的に啓発（一時停止、ヘ
ルメット着用、道路横断時の安全確認など）。交通安全教室終了後、対策委員会
で作成したアンケートを調査をし結果を反映する。



内容 ２０１４年 ２０１５年 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年

活動
子どもの交通安全教室
の実施回数、参加人数

４９回
４，５４３人

５１回
４，５８３人

５３回
４，８１９人

５０回
４，８９０人

４３回
４，６７２人

短期
交通ルールに対する意
識の向上（交通安全教
室終了後）

２０１８年より実施

交通ルールを
守ろうと思う

９８％

中期
自転車ヘルメットの
着用率

２０１８年より実施

・着用している

　→３６％
・たまに着用　
　している
　→１６％
・もっていない

　→３６％

n=136

長期
子どもの自転車事故受
傷件数（重傷）

１３件
（３件）

１８件
（２件）

７件
（３件）

１２件
（０件）

６件
（０件）

交通安全教室（子ども）



2019年2月実施アンケート結果　【()は2015年データ】

徒歩 自転車 バイク 自動車 その他 合計

子ども 0(1) 1(0) 0(0) 0(0) 0(0) 1(1)

中高生 2(2) 8(7) 0(1) 0(0) 0(0) 10(10)

大　人 7(16) 6(8) 4(5) 8(38) 1(7) 26(74)

高齢者 6(4) 10(12) 3(0) 10(11) 1(3) 30(30)

合　計 15(23) 25(27) 7(6) 18(49) 2(10) 67(115)

アンケート調査の結果、「危険行為があった」と複数回答数は６７件。

タクシードライバー、路線バスドライバーなどの、プロの視点から交通マナーに
ついて、アンケートによりデータ収集を行う。



ドライバーを対象に、街頭キャンペーンによる啓発品の配布を実施。（交通事
故多発地域を重点的に実施）

啓発品

おしぼり
作戦



追突事故多発地域や、狭い道路等に路面標示や速度抑制注意看板を設置。

今後の取組み強化
交通事故データを基に、事故多発地域に路面標示や注意看板の設置等を行って
いく。



⑤街頭キャンペーンの実施・⑥道路環境の整備
内容 ２０１４年 ２０１５年 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年

活動
④

街頭キャンペーン実施
回数

４０回 ３０回 ３２回 ３４回 ５１回

活動
⑤

道路標示・看板設置
件数

３０件 ２０件 ３２件 ３６件 ４１件

短期
交通ルールに対する
意識の向上（アンケー
ト結果）

－ － － －
69.7%
n=1084

中期 追突事故発生件数 １０３件 ８６件 ８５件 ７５件 ７１件

長期 交通事故発生件数 ２３４件 ２２６件 ２１８件 ２２６件 １７３件
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追突 自転車関連 全事故件数

交通事故発生件数
は減少！

SC国際認証 追突事故発生件数は
減少！

自転車関連の事故発
生件数は減少！

（ 図表9:交通事故発生件数 追突事故および自転車関連 ） 　出典：警察統計データ（2014年～2018年） 
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（ 図表11 : 交通死亡事故発生件数　人口10万あたり）

SC国際認証

全体の救急搬送
件数は減少し、
交通事故による
件数も減少を続
けている。

全国、県平均と比べ
て、高い割合を示し
おり、年々増加して
いる。
→今後の動向に注視

（ 図表10 : 事故種別による分類　
外傷・事故別救急出動件数）

　出典：警察統計データ（2014年～2018年） 

　出典：救急搬送データ（2014年～2018年） 



セーフドライブプロジェクト

　日常生活の中で、決められた速度や交通ルールを守り、安全
走行に努める市民ボランティアや事業所を募集する。 
 優良ドライバーを増やしていくことで、運転に関する意識改
革を図り、交通事故「０」を目指していくものである。 

秩父市オリジナル
ステッカーを考案中。

9月～12月末
ステッカーデザイン

を募集締切

1月
ステッカーデザイン

を決定

2月
ステッカー作成

3月
ボランティア募集



　　　　　交通死亡事故への対応

　　　　　自転車ヘルメットの着用率の向上

　　　　　より効果的な啓発・普及活動の実施

課題

課題

課題

自転車ヘルメット購入補助金の周知、小中学校へ着用を呼びか
ける

運転手に対する対策の充実（セーフドライブプロジェクト）
を図り、歯止めをかける

より効果的な啓発ができるよう、実施方法、啓発品を見直し、
他対策委員会や団体との連携



ご清聴ありがとうございました


